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学部 学年 1 2 3 4 5 6 小計 計

小学部
男 2 0 2 4 2 1 11

21
女 2 2 2 1 1 2 10

中学部
男 7 4 6 17

25
女 1 3 4 8

高等部 
本科

男 10 6 7 23
36

女 3 6 4 13

高等部 
専攻科

男 7 7 5 5 24
36

女 5 3 2 2 12

合計 118

小学部 中学部 本科 専攻科 合計

自主通学 0 0 6 5 11

寄宿舎 0 0 1 0 1

スクールバス 19 19 24 28 93

施設入所 2 6 5 0 13

保護者送迎 0 0 0 3 3

合計 21 25 36 36 118

年度 一般就労 就労継続 
支援 A 型

就労継続 
支援 B 型

就労移行 
支援 生活介護

地域活動 
支援 

センター
その他 合計

R5 1 6 4 0 3 0 1 15

R6 3 0 4 1 6 0 1 16

R7 3 1 7 1 2 0 5 19

学級編成・児童生徒数

通学形態

進路状況
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計 1 1 1 1 26 5 3 2 2 2 17 1 1 1 9 1 1 1 1

S46 年 福祉型障害児施設（現在）「聖母の家」内に学校法人養護学校聖母の家学園 ( 小学部・中学部 ) を設立 
S46 年 理事長 古屋義之司教 就任

校長 アントニオ・ブロドニアック神父 就任 ( 初代 )　
S47 年  9 月 校長 ザビエル・イラオラ神父 ( 第二代 ) 

R.R. ザーン神父を迎え再発足 校章制定 
S50 年 4 月 校歌制定
S52 年 4 月 理事長 田中健一司教 就任 
S54 年 4 月 校長 R・R・ザーン神父 ( 第三代 ) 　
S59 年 4 月 校長 シスター 岡崎光枝 就任 ( 第四代 ) 
S61 年 4 月 校長 伊豫田博 就任 ( 第五代 ) 
S62 年 3 月 高等部を設置 

4 月 理事長 山本好明 就任 
S63 年 5 月 校長 シスター 穐山アイ子 就任 ( 第六代 )、スクールバス運行開始、寄宿舎設置

7 月 養護学校聖母の家学園援護促進協議会発足
H3 年 5 月 援護会 小規模授産施設「わかたけ萩の里」設置、開所 創立 20 周年記念式典と記念誌発刊
H5 年 2 月 理事長 森田治 就任
H6 年 4 月 新校舎建設委員会発足
H7 年 4 月 高等部専攻科（２年制）設置
H10 年 4 月 校長 永田皓 就任 ( 第七代 )
H13 年 9 月 校長 西舘勲 就任 ( 第八代 )
H14 年 4 月 理事長 櫻井倭夫 就任
H17 年 10 月 公開研究会開催、全国専攻科 ( 特別ニーズ教育 ) 研究会第 2 回 研究集会開催
H19 年 4 月 「養護学校 聖母の家学園」より「特別支援学校 聖母の家学園」へ学校名を変更 
H20 年 4 月 支援センターを設置
H24 年 4 月 校長 辻 正 就任 ( 第九代 )

5 月 理事長 伊藤春樹 就任 
H27 年 2 月 新校舎落成

12 月 全国専攻科（特別ニーズ教育）研究集会 in 三重開催
H28 年 12 月 特定非営利活動法人聖母の家学園福祉会設立
H29 年 4 月 校長 大橋里栄 就任 ( 第十代 ) 

4 月 高等部専攻科 NEXT（３・４年課程）設置
R2 年 6 月 特定非営利活動法人聖母の家学園福祉会「生活介護事業所かしの木」設置
R3 年 10 月 創立 50 周年記念式典と記念誌発刊
R4 年 4 月 いなべ市立旧東藤原小学校校舎の無償譲渡
R6 年 4 月 校長 山下達也 就任（第十一代）

4 月 特別支援学校 聖母の家学園 いなべ校 開校

沿 革

職員構成



正門入口

施設紹介

小学部教室

デイルーム

高等部

小学部・中学部

講堂

中学部教室

学習室

本科教室

調理室

調理室 

玄関 １階廊下

専攻科教室



Q1.聖⺟の家学園に来てよかったことは？
A.友だちがいっぱいできたこと。いっぱい⾏事を楽しめ
たこと。友だちといっぱい遊んだこと。友だちとたくさ
ん授業をしたこと。⽣き物の世話をしたこと。
Q2.⼩学部６年間で楽しかったことは？
A.みんなとカラオケをしたこと。修学旅⾏に⾏ったこ
と。友だちと勉強や授業をしたこと。⾏事は全部楽しか
った。

聖⺟の家学園に⼊って良かったことは、⼩・中や専攻科
などたくさんの仲間たちと協⼒できたこと。思い出に残
っている⾏事は、宿泊学習。みんなと⼀緒に⼣飯を⾷べ
たのがすごく嬉しかった。聖⺟の家学園の魅⼒は、‟⾃分
らしさ″や‶協調性″を学び、⾒つけるところ！

聖⺟の家学園に⼊って良かったことは、校外学習が多
い。校外に出て活動するのが楽しい。研究ゼミなどで⾃
分が好きなことを調べることができる。思い出に残って
いる⾏事は、沖縄旅⾏。沖縄の⾷⽂化や気候、平和学習
について学ぶことができた。聖⺟の家学園の魅⼒は、⾃
分⾃⾝を知っている先⽣をふれあうことができる。

聖⺟の家学園に⼊って良かったことは、友だちという存在が
たくさんできた。唯⼀無⼆とも⾔える親友もできた。⼈との
つながりも広くなっていった。⾃分の素直な気持ちや思いを
出せるようになった。思い出に残っている⾏事は、スポーツ
フェスタ。⾃分たちの世代の勢いや団結⼒はいまだかつてな
いと思う。聖⺟の家学園の魅⼒は、⽣徒同⼠が少ないので、
すぐに仲良くなりやすい。先⽣と⽣徒の距離が近くて相談事
をすぐに話しやすい。NEXT４年⽣まで通える。

⼩
６

中
２

本
３

専
２

専
４

児童・生徒のみんなからの声を紹介します

聖母の家学園の魅⼒聖母の家学園の魅⼒

聖⺟の家学園に⼊って良かったことは、漢検にチャレン
ジできたこと。お友だちができたこと。美術でスノード
ームなどを作ったこと。思い出に残っている⾏事は、校
外学習。名古屋港⽔族館や三重総合博物館(MieMu)などに
⾏ったり、四⽇市あすなろう鉄道に乗ったり、買い物学
習にも⾏ったりした。買い物学習では、⾃分で注⽂した
り、欲しいものを買ったりできた。

保護者の皆様からいただいた声を紹介します

・息子のできないところよりもできている

　ところをちゃんと見て、認めてくれるこ






と（小学部６年）

・先生がすごく生徒のことを考えて行動し

　てくれる。保護者に対してもすごく親身

　になって相談に乗ってくれる（中学部３年）

・本科を卒業した後も専攻科に通えるとこ

　ろ。また、先生のサポートがとても手厚

　く１人１人に合った対応してくれるので

　良いところを伸ばしてもらえるところ　

　　　　　　　　　　（高等部本科３年）

・専攻科NEXTまでの１６年間の教育課

　程。また、先生が温かく見守ってくだ

　さること　　　（高等部専攻科２年）

・生徒に主体性を持たせているところ　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　（高等部専攻科NEXT４年生）

Q1．聖母の家学園の魅力は何ですか？ Q2．聖母の家学園に入学して

　　　　　　　　よかったことは何ですか？

・自分の意思をはっきり伝えられるようになっ

　たこと。それは先生方が、息子の話に耳を傾

　けてくれるから。さらに、「○○はできる」

　「○○はできない」「○○だけ手伝ってほしい」

　も言えるようになった（小学部６年）

・全てにおいてよかった。通常学校ではできな

　かったことができ、娘がまっすぐに成長してく

　れたこと（中学部３年）

・毎日すごく楽しく通えている。安心して行事

　や旅行なども連れて行ってもらえる。高校生ら

　しく仲間と一緒に活動してみんなでやり遂げ

　た達成感などを味わえているなどとても充実

　した学生が送れていると思う（高等部本科３年）

・学園での行事だけでなく、校外学習などでの

　学びの機会も多いこと（高等部専攻科２年）

・自分で考え、行動できるようになってきたこと　　　

　　　　　　　　（高等部専攻科NEXT４年生）

◇その他　寄せられたご意見です

＜学校について＞
・とてもアットホームで温かい雰囲気に包まれている

・どこにでも当てはまる子ではない難しいタイプの子

　でも受け入れてくれて居場所を作ってくれる学校

・子どもの特性や性格を理解してもらえる環境で学習

　面だけではなく自立に向けた身の回りのサポートを

　してもらえる。何より子どもが安心して通学を楽しみ　

　にしている

＜聖母の家学園での子どもの成長について＞
・校内行事や校外活動に参加することが難しかっ

たのに、発表会でたくさんの人が見ている前でみ

んなと同じように活動することができている息子

を見て、驚き感動した

・聖母の家学園で過ごし、自分の意見や思いを自

分で伝えられるようになってきたと思う
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聖母の家学園 四日市校
特別支援学校

2026

小学部から専攻科　16年間の豊かな学び

School Guide〒 510-0961　三重県四日市市波木町 330-5
TEL　059-321-4502
FAX　059-321-4513
mail　office@seibonoie-gakuen.ac.jp
ホームページもご覧ください
https://www.seibonoie-gakuen.ac.jp

国道１号線日永５南交差点を西へ 2.5km
東名阪自動車道四日市インターより８km
近鉄四日市駅西口１番乗り場、三重交通バス41系統
笹川テニス場行きにて聖母の家前下車、徒歩約３分。

日々の活動は Facebook、Instagramでご覧ください

聖母の家学園四日市校

近鉄四日市駅

至名古屋

至鈴鹿

県立総合医療センター

R1 R23

交通アクセス

スクールバス

お問い合わせ先
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特別支援学校




